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研究成果概要 
まず、神岡低温レーザー干渉計 CLIO の最新感度スペクトルを下に示す。 

        

    CLIO の最新感度スペクトル      CLIO の低温ミラー懸架系 
上図のとおり、常温でのデザイン感度にほぼ到達した。CLIO の感度はサファイアミラー

の熱雑音に支配されるようになっており、今後はミラーを冷却して感度向上を実現する。

上右図はサファイアミラーが CLIO に実装されている様子を示している。ミラーはわず

か 4 本の純アルミワイヤー（最終的にはサファイアに変更）で懸架され、1W の冷却能力

をもつパルスチューブ型冷凍機で 20K まで冷却される。冷却自体も簡単ではなく、常温

部からの熱輻射や、ミラー基材である合成サファイアの光吸収による発熱を抑えること

により、ようやく実現することができた。 
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